
北海道の持つ可能性と 
今後の課題 

～自然と経済からの考察～ 
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地域活性化の定義とは 

☆道内観光客の観光消費額の増加 
☆自然を活かした居住人口の増加 
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０．テーマ選択理由 

• 道民をターゲットとした対策・コンテンツが必要 

 

• 北海道の魅力はそれぞれ関連性を持っており、そ
の中心にあるのが自然であると考えた 

 

• 自然と観光は相性がよく、さらに観光は非常に大き
な経済効果を持っている 



１.観光の現状 
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自然観照は都市観光に
次いで高い旅行目的と
して選ばれており、自然
は高い集客力を持って
いることがわかる。 

では、なぜ高い集客力があ
りながら、観光消費額はそ
れほど高くならないのか？ 

それは、「自然は観光にお
いてはお金にならない（消
費を生み出しにくい）」から
である。 



年間観光客入込数・観光
消費額ともに道内客の方
が上だが、観光客入込数
の90％は道内客と大きな
差があるのに対し、観光
消費額は観光客入込数
ほど大きな差がない 

道内客は道外客よりも、１
人当たりの観光消費額が
低い！！！ 

数値にすると、道内客は
約13000円、道外客は約
70000円となる。 
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自然観光資源 

そこに行くだけ、
いるだけで楽し 
めるものが多い 

入場料や利用料
が高額だと利用
者が減少する 

動植物  自然現象  天体  

気候  テーマ性   自然公園 

消費がうまれにくい 
＝お金にならない 

観光においては自然は 
お金にならない？ 
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道内客の観光消費額の１人辺りの平均は、日帰
り客は約7000円・宿泊客は約27000円でとなって

おり、観光消費額の多くを交通費や宿泊代が占
めている。 

何にお金を使っているのか？ 



北海道人口推移グラフ 
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北海道の人口は1998年から2012年までの15
年間で約23万人減少しており、2035年には
424万人まで減少すると予測されている。 
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出所：社会保障・人口問題研究所「都道府県別人口予測」 



つまり？ 

なので！ 

道内客の観光消費額を増やす、つまり、道内客（道民）
をターゲットとしたコンテンツが必要！！！ 

道内客の消費額が少しでも上がれば、人口減少による消費
額の減少分は補える？ 

・北海道の観光客入込数の90％は道内客 

・一人あたり観光消費額は道内客が道外客より低いものの、
マクロの消費総額では道内客が多い 
・北海道から道外への人口流出が進んでいる 


